
 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黒松市民センター・八乙女地域包括支援センター・ 
黒松地区社会福祉協議会・八乙女地区社会福祉協議会 

主催 

 
 
 
 
 

 

市民センターを身近に感じていただけるよう「市民センター

横丁」を開催します。「風の時編集部」佐藤正実さんによる

昔の仙台の写真を見ながらの講演や、体験ブースなどを用

意しています。ぜひ、直接会場へご来場ください。 

日時：令和元年 6 月 15 日（土）12:30～15:30 

会場：東北電力グリーンプラザアクアホール 

   （青葉区一番町 3-7-1 電力ビル 1F） 

主催：（公財）仙台ひと・まち交流財団 

〒981-8006 

仙台市泉区黒松1-33-40 

TEL  ２３４－５３４６ 

FAX  ２１９－２０３８ 

令和元年6月1日発行 

 

 

【お預かりした個人情報は、講座運営以外の目的には使用しません】 

― このセンターだよりはリサイクルできます ― 

 

 
市民センターフォーラム 

黒松市民センター・黒松児童館まつり 
第 1回実行委員会 

    開催のお知らせ 

●日 時：６月２９日（土）１０:００～ 

●場 所：黒松市民センター 第 1研修室 

各参加団体の皆さんは、必ず 1 名以上のご出

席をお願いします。 

おまつりは、9月２８日（土）開催です！ 

真美沢公園元気プロジェクト 参加者募集 
 
 
 
日時：６月２２日（土） ９：００～１１:３０ 

（雨天中止、小雨決行            ） 

場所：旭丘堤から東黒松へ向かう道路沿い 

＊直接公園トイレ前にご集合ください 

自宅に鎌や竹ぼうき等のある方はご持参ください 

 

第１回 

元気アップ生活―ボッチャで健康― 

下草刈りをします 

月 日(木)10:00～11:30 

場 所：黒松市民センター ホール 
対 象：どなたでも 
費 用：無料 
申 込：申込み不要 
    直接会場へどうぞ 
持ち物：運動しやすい服装 
    上靴持参で 

 

気軽につどい、何かをつくりながら

交流できる場、『いろどり工房』。 

今年度最初は、身近にあるけどな

かなか出番のない『ふろしき』の使

い方を学びます。 

 

い
ろ
ど
り
工
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【第 1回】 

～包んで、結んで、楽しんで～ 

     ７月17日(水)10：00～12：00 
 

会 場 黒松市民センター１F 第１研修室 
 

対 象 どなたでも・申込不要 

      ※当日受付にてお名前とお電話番号をご記入 

        いただきます。落とし物のご連絡など、講座 

        運営のために使用します。 

準備物 あれば ふろしき・バンダナ等 

日 時 

 

ご不明な場合は 
市民センターにご確認下さい 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月のセンター利用ご案内 

休 館 日  ３日（月）、1０日（月）、1７日（月）2４日（月） 

ホール個人利用日 １日（土）、９日（日）、１５日（土）、２３日（日） 各 13:00～16:30 

泉図書館 黒松分室開館日 ４日、7日、11日、14日、18日、21日、25日、28日 

                  市民センター休館日を除く毎週火曜日・金曜日（12:30～16:30） 

平成 27年度 黒松市民センター主催講座 「地域の魅力を発信しよう」 受講生 青木 道子 

黒松寿大学開講式を開催いたしました 

 5 月 16 日、さわやかな五月晴れの中、 

黒松寿大学が開講いたしました。令和 

最初の受講生は、新たに19 人が仲間入 

りし、総勢 78 人となりました。 

 開講式では、館長から受講生の皆さんへエールを送ったのち、

佐藤運営委員長から「運営委員会自主企画やサークル活動への取

組み」など、頼もしい抱負が語られました。 

 開講式に引き続き、インヴェンツィオーネ・アルモニカのトリ

オによる「風薫る古典の調べ」と題してのコンサートが行われま 

した。古典クラシックと「浜辺の歌」の

意外な関係など、興味深いお話しととも

に、さわやかな調べに時間も忘れ聴き入

っていました。 

 

 2 月の寒い日が続いた時、鳥達はこの寒さの中どうしているのだろう。食べ物に困っ

ているのではないか、と思い、みかんを半分に切って庭の木の枝に刺しておきました。 

次の日の朝、さっそく 2羽のメジロがみかんの汁を吸っていました。 

うぐいす色の羽毛に目の周りの白が鮮やかで、メジロの小さくて愛らしいすがたに感激しました。 

みかんを取り替え、リンゴも刺して観察しているとヒヨドリがやって来て、みかんもリンゴも平らげてし

まいました。それからはみかんだけを刺しておいても、メジロは来ませんでした。 

啓蟄を過ぎた頃には、ジョウビタキやツグミが来てピョンピョン跳

ねては止まり、枯葉をよけて虫を探している様子が見られました。 

渡り鳥のツグミは、日本ではさえずりをしないので、『口をつぐんで

いる』ことから『ツグミ』と呼ばれるようになったといわれています。 

大きさはヒヨドリと同じくらいですが、体は丸みを帯びたかんじで、

目の上の白い線が印象的で胸はウロコ状の模様があります。 

 シベリアへの旅立ちの前に腹ごしらえに寄ってくれたのでしょう。 

 我が家の遅咲きの椿が咲くと、メジロが蜜を吸いに、また来てくれました。 

 こんな小さな庭にも、いろいろな鳥たちが来てくれるので、野鳥が好む実

のなる木を増やしていこうと思います。 

真美沢公園トイレ前に 

遊歩道マップ看板 
が設置されました。 

これは「真美沢公園を美しくする会」

によるものです。公園内の遊歩道が

分かりやすく図解されていますの

で、お散歩などの際にご参考にして

ください。 


